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実施日 タイトル 参考 
資料頁 

2019 年 8 月 19 日

～8 月 23 日 
「キャンプ砂防 2019 in 紀伊山系」 を開催しました！ 参-34 

2021 年 7 月 6 日 全国初！災害復旧現場での自動化施工～マスコミ向け現場見学会を開催～ 参-35 
2021 年 7 月 19 日 天川村の地元小中学生に砂防事業の出前講座を行いました 参-36 
2021 年 9 月 10 日 「砂防 Web フォーラム」で紀伊山系砂防事務所での DX の取組を講義しま

した 
参-37 

2021 年 10 月 4 日

～10 月 6 日 
カメラ画像で雨量を推定！ 
～大型降雨実験施設で国土技術政策総合研究所と合同実験～ 

参-38 

2021 年 10 月 19 日

～10 月 20 日 
全国から集まった地方整備局職員が河道閉塞調査手法を学ぶ 
～国土技術政策総合研究所の併任プログラムを実施～ 

参-39 

2021 年 11 月 5 日 めざせ、ドローンマスター! 
～紀伊山系砂防事務所にて UAV 操縦練習会を実施～ 

参-40 

2021 年 11 月 4 日

～11 月 5 日 
国土技術研究会で最優秀賞を受賞！ 参-41 

2021 年 12 月 15 日 砂防堰堤の点検を自動化！ 
～和歌山県那智川流域でドローンの自律飛行による砂防施設点検を実施～ 

参-42 

2021 年 12 月 16 日 自動で飛ぶドローンを見てみよう！ 
～那智勝浦町立市野々小学校の生徒さんがドローンの飛行状況を見学～ 

参-43 

2022 年 2 月 UAV 利活用検討業務が「i-Construction 大賞」国土交通大臣賞を受賞！ 参-44 
2022 年 2 月 UAV 利活用検討成果が「土木学会関西支部技術賞」を受賞！ 参-45 
2022 年 6 月 赤谷３号堰堤自動化施工 土木学会賞技術賞を受賞！ 

～国内初となる災害現場における砂防堰堤の自動化施工～ 
参-46 

2022 年 6 月 16 日 天川村の地元小中学生を対象に砂防事業の出前講座を開催しました 参-47 
2022 年 6 月 28 日 紀伊山系砂防事務所の事業が全建賞を受賞！ 

～UAV を用いた目視外補助なし飛行による点検・調査技術の開発～ 
参-48 

2022 年 7 月 7 日 災害から命を守る防災教育 
～曽爾村の地元小学生に出前講座を実施しました～ 

参-49 

2022 年 9 月 10 日 紀伊半島から新たな砂防技術を全国へ 
～那智勝浦町で大規模土砂災害対策技術センターシンポジウムを開催～ 

参-50 

2022 年 11 月 18 日

～11 月 19 日 
“模型を使って砂防工事を楽しく体験” 
「ふれあい土木展 2022」に参加しました 

参-51 

2023 年 6 月 15 日 大規模土砂災害へ学術的アプローチ！ 
～センター構成員で新たなビジョンについて議論しました～ 

参-52 

2023 年 6 月 赤谷３号砂防堰堤自動化施工全建賞を受賞！ 
～国内初 となる災害現場における砂防堰堤の自動化 施工～ 

参-53 

2023 年 6 月 赤谷地区で行われた自動化施工が地盤工学会 技術業績賞を受賞しました！ 参-54 
2023 年 8 月 自動化施工が通算 5 個目の受賞！ 

赤谷 3 号砂防堰堤工事 『日建連表彰土木賞』 
参-55 

2023 年 10 月 5 日 大規模土砂災害における 今後の対策に関して議論！ 
～那智勝浦町で大規模土砂災害対策技術センター運営会議を開催～ 

参-56 

2023 年 10 月 24 日

～10 月 26 日 
砂防スペシャリストを目指して 
～高度な土砂災害対策に従事する地方整備局等職員の 育成支援プログラム

を実施～ 

参-57 

2023 年 12 月 5 日 大規模土砂災害に関する研究成果を報告！ 
～大規模土砂災害対策研究機構会議 及び現地見学会を開催～ 

参-58 

2024 年 1 月 18 日 首相官邸で表彰状が授与されました！ 
～砂防設備の維持管理における高度化に向けた取組み～ 

参-59 

2024 年 2 月 6 日 災害に備えて共同訓練を実施！ 
～携帯電波不感地帯でのドローンを使った大規模崩壊地の変状把握～ 

参-60 
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5. おわりに 
大規模土砂災害対策技術センターは、平成 23年紀伊半島大水害を契機として設立され、これまでの 10

年間において、深層崩壊・表層崩壊のメカニズムやリスク評価手法、流域における土砂動態の観測、

UAV を活用した崩壊地・砂防施設の自動調査・点検手法、土砂移動等の自動検知技術開発を中心として

調査・研究を実施してきた。また、防災教育や講演会の実施など地域における啓発活動も継続的に実施

してきた。紀伊半島大水害の被災地では、対策工事が着実に進んでおり、大規模土砂災害対策技術セン

ターの取組とあわせ、地域防災力の向上にも貢献しているところである。 

大雨や地震に伴う大規模土砂災害は近年も度々発生しており、大規模土砂災害対策技術センターのこ

れまでの成果を積極的に全国に発信し、成果の社会実装を進めていかなければならない。大規模土砂災

害対策技術センターのこれまでの 10 年間の取り組みは、深層崩壊・表層崩壊の発生メカニズムなど基礎

研究に重心を置いたものとなっていたが、土砂災害分野の研究としては、今後発生が懸念される大規模

土砂災害への対応力強化に向けて、これまでの研究成果もふまえながら、行政サポートに重心を置いた

研究も必要と考える。 

 




